



A Study on Mothers’ Use of SNS in Child Care












つ母親を対象にした調査から考察した。①およそ 4 割の母親が SNS を利用しているが、その内






   In the midst of a media technology evolution, membership system SNS (Social 
Networking Service) where individual uploading information via internet to stimulates 
peoples relation is spreading rapidly. The modern mothers manage digital media 
effortlessly, and it is thought that there are also many occasions to use SNS for a 
formation of human relations or gathering of childcare information. Based on a factual 
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survey conducted on mothers who had preschool child, this research considered the SNS 
use which can set to connect between the mama-tomos (The Friendship Networks of 
Mothers) whose human relations of the typical mother of a child-rearing period who 
had a preschool child. The following three apparent points were revealed:1) Although 
approximately 40 % of the mother uses SNS, out of these users who are communicating 
within the mama-tomos are about 30 %. 2) The mama-tomos SNS connection shares 
child-rearing sympathy and childcare information. 3) The contents not related to child-
rearing did not fit it as a topic of the mama-tomos SNS interchange. In other words, 
the tendency that contents about child-rearing and oneself as the mother which 
were common thread between moma-tomos were regarded as important topics in the 




おいて、SNS 利用者は 5000 万人に迫り、今や国民の 52％が SNS を利用している（ICT 総研，
2013）という。





代表としてあげられる。Facebook は 11 億 5000 人という世界最多の会員数を持ち（Geffbullas.
com，2013）、Twitter は 140 字以内で文章を投稿する気軽さとフォロワーと呼ばれる読み手に




　Nicole B.Ellison ら（2007）は、SNS を利用することにより 3 つの社会資本（social capital）
が強化され人間関係が補強されるとした。1 つ目が自分にとって有益な情報を与えてくれる浅く























なり、常に SNS に接さずにいられなくなる状態に陥る（粕井，2007）SNS 疲れ＊ 2 の問題や不
特定多数の利用者によるオンラインの議論やコミュニケーションの結果、プライバシー情報の漏
えいや他人への誹謗中傷といったトラブルが発生することがあるという指摘（橋本ら，2009）、




として構築した SNS の 1 年間の運用における母親達の交流について分析したもの（高橋，2007）、
SNS 利用について育児ストレス解消の側面から調査・検討したもの（粕井，2007）、育児期の母
親の SNS 利用とソーシャルサポートとの関連について（安藤ら，2013）などがあるが、SNS 自
体が 2004 年の mixi 登場以降に日本において普及した新しいメディアサービスでありまだ数少
ないといえる。SNS には、前述の Facebook、Twitter、mixi といった会員同士で情報交換や意
見交換をする ｢ 交流系 SNS｣、LINE に代表されるような会員同士がメッセージやチャットをや
り取りする ｢ メッセージ系 SNS｣、Instagram などの写真を投稿し会員同士がコミュニケーショ
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ンをする ｢ 写真系 SNS ｣、YouTube などの動画を投稿して会員やユーザーがコミュニケーショ









　2013 年 3 月～ 5 月に、N 市および H 市の 4 つの保育園に通う子どもを持つ母親を対象とした
質問紙調査を実施し、園において回収した。配布数は 426 部で回答数 206 部、有効回答数 198 部
（有効回答率 46.5％）。母親の平均年齢 33.8 歳（SD5.1）。調査内容は、属性、SNS 利用状況、マ
マ友について、インターネット利用について、夫やママ友の育児サポートについてたずねた。
＊以下、結果の％については小数点第 2 位以下を四捨五入し小数第 1 位までの値で表記する。
２）結果
①SNS 利用者と非利用者の比較




















と こ ろ（ 複 数 回 答 ）、
Facebook が 47.4％（37
人）で最も多く、mixi が 23.1％（18 人）、

















SNS 利用（SNS 利用者 n=78）
　ママ友と SNS で交流しているかについ




































































　SNS の利用者は 4 割程度いる一方で、ママ友と SNS で交流している母親はそのうちの 3 割 5 
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